＜筈こぼれ＞
1射目、3射目のとき

①（主に大三であろうから、残心はとらず）そのまま弓倒しをする

②落とした矢に近いほうの足に足踏みを戻す

③矢の近くまで歩き座る（跪座する）

④右手（妻手、勝手）に持った矢を左手（弓手、押手）にもちかえる

⑤落ちた矢を取る（右手で）
⑥④で左手に持ち替えた矢と一緒に2本とも右手に持つ

⑦射位まで膝歩きで移動する（膝行）

⑧射位に戻ったら落とした矢を逆向きに置く（審査のときは自分の右に、矢尻の部分を前、矢筈の部分を後ろの方向になるように置く）
⑨揖をする

⑩起立し行射をする

2射目のとき……④⑥省略
4射目のとき……④⑥⑧省略

＜弦切れ＞
1射目、3射目のとき

①（普通、離れのときに起こるであろうから）残身の姿勢をとる

②弓倒しをする

③落とした弦に近いほうの足に足踏みを戻す

④弦の近くまで歩き座る（跪座する）

⑤右手（妻手、勝手）に持った矢を左手（弓手、押手）にもちかえる

⑥右手で弦を取り左手にくるくる巻く

⑦巻いた弦はそのまま手に巻いたまま（懐に入れなくて良い。女子は胸当てあるので入れづらいし）
⑧⑤でもちかえた矢を右手に持ち直す
⑨射位まで膝歩きで移動する（膝行）

⑩介添えに弓を渡す（弦は、懐にしまってなかったらそれも渡す）
⑪介添えから腰に手を当てたまま弓をもらい揖をする

⑫起立し行射をする

2射目のとき……⑤⑧省略

4射目のとき……⑤⑧⑩省略

切れた弦が道場外に出たらそのまま放置（少しはあがくが）
介添えがすぐきたら弓を渡してから弦を拾う

